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　本分保育園、さくら組27名です！ 

　毎日暑い日が続くなか、自分達で植えた野菜への水やりを頑張っています。

最近では、鹿子生川での水あそびや、カニ捕りを楽しんでいる子ども達。最

初の方は、「どこにおると～？」などと、自分で探すのにも一苦労でしたが、

何度も川にあそびに行くにつれ、石をひっくり返しては、「おった～！」、「こ

こにもおったよ！」、「カニ見つけた！」と、嬉しそうな声が至るところか

ら聞こえています。今では、カニ捕り名人の子ども達です。そんな体験を通

して、今回は川あそびをテーマに、みんなでお絵描きをしました。楽しい様

子が伝わってくるかな～？本分保育園では、園庭開放をしています。いつでも、

お気軽にあそびに来て下さいね！ 

　花名は、円筒形の花穂が弓矢を入れる靫（うつぼ）に似ていることに由来

する。 

矢部村では湿気のある日当たりのよい道端に群生しているのを見ることが多い。 

茎は、断面が四角形である。花

期は７月頃で花穂に紫色の唇形

花を密集して咲かせる。 

 花穂は夏に枯れて黒くなっても

そのまま立っているところから

夏枯草とも呼ばれる。 

　乾燥した花穂は煎じて飲むと

利尿や消炎の効果があるので、

昔は民間薬として多く利用され

ていたそうである。 

松尾　重根（黒木町）  
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JAふくおか八女 
農産物直売所 

「よらん野」 

すもも ぶどう各種（巨峰、種なし巨峰） 幸水梨 

今月の田中店長 
おすすめコーナー 

筑後市前津503-1 
10942-54-7755 
営業時間 
9：00～18：00

JAふくおか八女の新鮮食材を品揃えし、生産者と共に 
スタッフ一同心より感謝を込め、 

皆様のご来店をお待ち申し上げます。 
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川の情景　② 土 用 の 丑  

ウナギ筌とウナギ箱 
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　今年の土用丑の日は7月22日です。土用の丑と言えばウナギです。
この時期夏バテ回復のために、手っ取り早く手に入る滋養豊富なウ
ナギを食べる習慣が定着したものだと想像できます。 
　昭和30年代、黒木の祇園祭りの頃になると『ウナギん上ってき
たもんの、5～6日するとあんたどんげくるばん』と、今は亡き調
麓荘のおやじさんが川上に住む私に教えてくれるので、早速ウナギ
ウケに餌のミミズを入れ、タンガク岩の横に仕掛けたものでした。 
　さて、月日は経ち地球温暖化と共に、川や海の汚染が進み、シラ
スウナギは激減したので価格が高騰しています。遅ればせながら環
境省は、平成25年2月1日、日本ウナギを“絶滅危惧種”に指定し
レッドブックに載せました。 
　ウナギの生態については謎の部分が多く、ウナギを川魚と思って
いる人が少なくないのは、ウナギが海で育ち川を上って又海に帰る
からです。 
　産卵場は太平洋のマリアナ諸島で、その後潮の流れに乗り3000
ｋｍの長旅をして、川や河口で5～10年過ごし、再び生まれ故郷に
帰るということは解明されています。 
　すでに研究機関では完全養殖の
目途が確立され、大量生産に向け
て研究・努力されていますので、
再び大衆魚として多くの人達の食
卓を賑あわせる日も、そう遠くは
ないと待ち望んでいます。 
　土用丑の日には　カバ焼きを食
べたいなァ。　内藤　洋臣（黒木町） 
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